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幼児の談話語にみられる発話の類型

田　　申　　螢　　一＊

　　　　　　　　　　E11ch1　TANAKA

On　the　Types　of　Express1ons1n　Ch11dren’s　Utterance

0　はじめに

　幼児の話し言葉に関しては，語彙についても構文につ

いてもかなりの先行研究をみることができる。しかしそ

こで扱われている資料の中には，異った場や条件のもと

で採取されたものが混在している場合もあり，資料とし

て必ずしも均一でないために，観察結果が十分話し言葉

の指導に生かしきれないうらみがある。たとえば卑成人

が誘導して幼児に話をさせる場ではかなり複雑な構文が

みられても，同じ幼児が他の幼児と自由に会話している

場ではそのような構文がみられにくいという現象があ
注（1）

る。又，幼児同志の会話にあらわれる文と，いわゆる

「ひとりごと」にあらわれる文との間にも，構造その他
　　　　　　　　　　　　注（2）
に相違があるという観察もある。幼児語の研究にあたっ

ては，その言葉の発せられた場を十分考慮する必要があ

ると考えられる。本稿で考察対象としたのは，いわゆる

rひとりごと」や，成人が誘導してひき出した言葉では

なく，幼児同志の会話を傍受して得たものである。これ

をここでは「幼児の談話語」と呼ぶことにする。

　幼児の談話語を観察してみると，同一の場においても

しばしば，表現上の性質を異にすると考えられる言葉が

入りまじって使われていることに気づく。一例をあげれ

ば次のようである。

ままごと遊びにおける幼児の会話

　　　Y　8歳女　小学3隼生（r姉」の役）

　　　N　6歳女　幼稚園児（「母」の役）

　　　M4歳女（「妹」の役）

lM　わたしだってしていい？　ねえ，お母さん。

N　だめですよ。これはね，あぶないからね。これは

　花火じゃないからね。火がね，あつ一いのよ、

M　ふ一ん。

N　だからやめなさいね。
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M　はあい。

N　何でも言うこと聞きなあで。お姉さんの言うこと

　も。少しね，あすこの幼稚園で遊んでいらっしゃ

　い。

M　はあい。

Y　ここが井戸だよ。ね，このさん、もう四つだけん

M
Y
M

M
N

ね。すぐ帰るのよ。

　はあい。

　気をつけてね。

　はあい。

　（中略）

　ただ今。ただ今，お母さん。

　静かにしちょってね。台所の方で遊んでない。こ

っからね，こっちは台所でね，こっからへやだけん。

　台所の方で遊んでて。

M　きょう，お姉さん休みだで，学校。

N　うん。

M姉さん今ね，ふとん買いに行きなったで。

N　うん。まだ，お昼から出らんなんで。

M　うん。　　　　　　　（1971隼松江市にて採取）

　ここには，母（N），姉（Y），妹（M）それぞれの役

割を演ずる言葉，いわば架空の世界に没入した言葉の問

に，下線を施したような言葉が混在している。下線部は

その架空の世界をつくるための約束をとりかわす言葉で

あって，これらの言葉が発せられるに際しては，幼児た

ちは現実の世界にもどっていると考えなければならな

い。同じMが，役割演技の際には「はあい」と言う言葉

で答え，遊びの約束をとりかわす際には「うん」と言う

言葉で答えている。この使い分けにもうかがえるよう

に、ここには表現上の性格を異にする少くとも二種の言

葉を認めることができる。本稿で「発話の類型」と呼ぶ

のは話しことばをこのような観点から観察して得られる
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ものである。幼児の言語生活の様々な場において，どの

ような類型の発話がどのように分布し、そのことに，指

導上どのような問題が含まれているかということを明ら

かにして行く必要がある。

　本稿では，幼稚園における「役割遊び」と「絵本鑑

賞」の場で採取した幼児の談話語について幾つかの発話

の類型を見出し，その分布を検討しながら各類型の特

性。言語指導上の問題点等を考察する。なお各類型ごと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（3）
に構文や語彙に差のあることが予想されるが，ここでは

その間題は扱わない。

1　「役割遊び」にみられる発話の類型

い1　考察資料
　資料A　rねことかめ」ごっこにおける幼児の発話

　　　　　時間10分間　参加幼児数　男5名女3名

　資料B　森の動物ごっこにおける幼児の発話

　　　　　時間10分間　参加幼児数　男5名女3名

　対象児　松江市立忌部幼稚園園児

　　　　　あか組　4⑤5歳児（担任　立脇美晴教諭）

　資料採取目　1976年2月12日

　資料採取の方法と資料の特徴　対象児を，前年4月入

園以来の保育を通じての観察を手がかりに，言語的反応

の傾向がおおむね均等になるようにA，B二群に分け

た。1976年1月20日以来二，三日おきに絵本「いたずら

こねこ」　（バーナディン・クック文／レミイ。チャーリ

ップ絵／まさきるりこ訳福音館書店1975年刊第27刷）

を，A群には原文によって，B群にはあらすじ説明風に

改作した文章によって，くりかえし7回読み聞かせ，当

日，第7回めの読み聞かせが終了したのち，各群の幼児
　　　　　　　　　　　　　　　　注（4）
をねことかめになって遊ぶように誘導した。各群の遊び

における発話を，二幼児に装着した二基のワイヤレスマ

イクと，集音マイク　基によって録音し，それを文字化

して考察資料とした。以下A群の録音を文宇化したもの

を資料A，B群の録音を文字化したものを資料Bと呼
ぶ。聞きとれない発話もあって二資料は完全であるとは

言えないが，幼児の発話の概要をとらえるのにはそれほ

どの不都合はないと考えている。A群は絵本の内容をな

ぞる遊びに熱中し，傍流の遊びとしては，途中，ねこと

ねずみの追っかけっこに移った二女児が認められただけ

であった。B群ははじめおよそ一分ほどはねことかめに

なって遊んでいたけれども，やがて男児はライオンやチ

ーターなど，森の動物になっての遊びに移り，女児は遊

びからはずれて行った。ここでは各群の主流の遊び（各

10分間）における発話に限って考察する。

1・2　発話の類型

両資料にみられる幼児の発話には次のような類型を認

めることができる。

　I　約東設定の発話

　　　遊びのルールや役割演技上の条件を述べる発話で

　　ある。この申を，発話の意味内容をも考慮して，さ

　　らに次のように下位区分することができる。

　　（1）自已の役割宣言

　　　　白分が何の役割を担当し演ずるかと言うことを

　　　遊びのメンバーに知らせるためのもので，次のよ

　　　うなものが含まれる。

　　　　「ぽくお池ちゃん」「かめでござるぞ」（資料

　　　　A）「おれうさぎ」「おれガイコシだよ」「ほん

　　　　ならぼくチーターだよ」「ヂーターの兄弟だよ」

　　　　（資料B）など。

　　　　「役の割りふり」の相談にもとづいて宣言する

　　　場合もあれば，一方的に宣言する場合もある。

　　（2）人物の設定

　　　　遊びに登場する人物の特徴や互いの関係を述べ

　　　るもので，次のようなものが含まれる。

　　　　「チーターはね，トラと仲良しになっちょうけ

　　　んね」（資料B）など。

　（3）役の割りふり

　　　誰がどの役を担当するか，幼児同志相談をする

　　　もので，次のようなものが含まれる。

　　　　「あんたかめになれ」（資料A）「おまえライオ

　　　　ンなったらいいわや。ライオンなったらいい

　　　で」「ほんならぼくはね，何になる？」（資料

　　　　B）など。

　（4）行動のルール

　　　演技の実行にともなう約束ごとをとりきめるも

　　ので，次のようなものが含まれる。

　　　　「おれが出る番だぞ」「ここから出たらいけん

　　　　よ，かめは」（資料A）「シマウマならそんなこ一

　　　　とできんわや」「立ってね，さっと行ってよ。

　　　ぼくも行くけん。追いかけて行くけん」（資料

　　　　B）など。

　（5）場の設定

　　　遊びの展開される環境をとりきめるもので，次

　　のようなものが含まれる。

　　　　「どうなってるの？」「そこ壁だよ」「あすこが

　　　かめのうち」（資料A）など。

　　以上のうち（1）（2）（3）は遊びの登場人物に関するも

　の，（4）（5）は遊びの実行に関するものである。

■　演技描写の発話

　　　白分の演技行動の意味を説明したり，その演技に
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よってあらわされる状況を説明する発話である。こ

の中をさらに次のように下位区分することができ

　る。

（6）行動描写

　　　「ねこが池に入った」「かぎ閉めとくぞ」「足を

　　　こんど出しはじめた」（資料A）（他の幼児をつ

　　かまえて）「チーターの赤ちゃんつかまえてし

　　　まったで」（ゆっくり走りながら）「いきおいが

　　ないもん，少しは」（資料B）など。

（7）状況描写

　　　（かめになっている幼児のうしろに，自分もか

　　　めになって続き）「かめの行列」（資料A）「ヂ

　　　ーターの赤ちゃんがおうちでおる」（資料B）

　　　など

（8）擬声語による描写

　　　（かめになって歩きながら）「トコリトコリト

　　　コリ」（資料A）など。

（9）演技の伴秦としての歌

　　　「かめかめかめさんかめちゃんよ」「ポッポポ

　　　ッポスッポッポ」（資料A）（動物になって走り

　　　ながら）「逃げろや逃げろや大レース」（資料

　　　B）など。

　　これらは，架空の世界に入っている当人が，自分

　の肉体で演じ切れない部分を言葉で説明したもので

　あって，いわば架空の世界の演出者，物語作者の立

　場に立って発せられたものと解釈される。この点に

　この類型の発話の表現上の特性がある。

皿　役割演技の発話

　　遊びに登場する人物になりきってする発話であ

　る。この中をさらに次のように下位区分することが

　できる。

　α①　会話

　　　「どうぞお入りください」「ねこ，あっちへ行

　　　けえ」（資料A）

　　　「こら！チーターのじゃまするな」「はなせは

　　　なせ」（資料B）など。

　ω　心理の表現

　　　「かめさん来らんかな」（資料A）など。

　⑫　鳴声，叫び

　　　「ニャンニャ」「ウウンウワー」（資料A）

　　　「ワオーワオー」「チューチュー」（資料B）

　　　など。

　　これら「役割演技の発話」は前章でままごと遊び

　の例について，「架空の世界に没入した言葉」と説明

　したものに相当する。

　以上，上記資料にみられる幼児の発話について，表現

上の性質という観点から三つの類型をみいだした。この

内「約束設定の発話」は現実の立場から発せられたもので

あるが，「演技描写の発話」及び「役割演技の発話」は

遊びの中に観念的に構成された架空の世界に立場を移し

て発せられたものと解釈される。このような発話の類型

は上記資料に限らず，広く「役割遊び」一般に共通して

認められるものと考えられる。各類型の下位区分にあた

っては発話の意味内容を考慮した。指導上の具体的な問

題点を考察するために有効であろうと考えたからであ

る。

1．3　各類型の分布とその意義

　上記各類型の分布を両資料についてまとめると第1表

の通りである。（発話量は文数であらわした。）

　第1表

資料A　　　資料B

I　約束設定の発話

（1）自己の役割宣言

（2）人物の設定
（3）役の割りふり
（4）行動のルール
（5）場　　の　　設　　定

　　　小　　　　　　計

■　演技描写の発話

（6）行動摘写
（7）状況描写
（8）擬声語による描写
（9）演技の伴秦としての歌

　　　小　　　　　　計

皿　役割演技の発話

ω
（11）

⑫

会

心　理　の
鳴　　声，

小

不

　　　話

表　現

叫　　び

計

明

18　（22．5）

O（O）
11　（13．7）

20　（25．O）

31　（38．8）

80　〔54．4〕

20　（55．6）

3（8．3）

7（19．4）

6（16．7）

36　〔24．5〕

20　（69．O）

6（20．7）

3（10．3）

29〔19．7〕

2

49　（55．7）

18　（20．5）

9（10．2）

12　（13．6）

O（O）
88〔72．1〕

7（63．6）

3（27．3）

O（O）
1（9．1）

11〔9．O〕

11　（47．8）

O（O）
12　（52．2）

23〔18．9〕

O
全　　　　　　体　　147 122

〔〕内は全体に対する百分比

（）内は各類小計に対する百分比

　「約束設定の発話」は資料Aに少なく資料Bに多い。A

群の幼児は，絵本「いたずらこねこ」の洗練された原文

をくりかえし読み聞かせられていたために，メンバー全

員にねことかめの物語のイメージが鮮明にとらえられて
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きる範囲をその集団の発話とみなした。なお挙手をして

指名を求める「ハイ，ハイ」という声や，席の奪いあい

の声など，絵本への反応と無関係な発話は資料から除外

した。

2・2　発話の類型

　各資料にみられる幼児の発話には次のような類型を認

めることができる。

　1　反応型の発話（絵本の画面に対して反応した発話）

　　1）没入型の発話（絵本の画面に没入した発話）

　　2）解放型の発話（絵本の画面から解放された発語）

　　　ア）連想型の発話（絵本の画面をみて連想した現

　　　　実の体験を述べる発話）

　　　イ）批評型の発話（絵本の画面や他の幼児の発話

　　　　を批評する発話）

　2　進行型の発話（絵本鑑賞の進行に関する発話）

　　1）集団的進行型の発話（集団の絵本鑑賞の進行に

　　　関する発話）

　　2）個人的進行型の発話（絵本鑑賞進行上の個人的

　　　な要求を述べる発話）

　以下，例をあげながら解説を加える。各例の所在を末

尾の（）内に，I，皿1，皿（対象クラスの別）とA，

B（絵本の別）で示す。

　没入型の発話

　　例1　「すごい。大きくなって来た」（皿。B）

　　例2　　rこ，こけこっこう」「かっこう」「ああさが

　　　　釆たよう」（I・A）

　例1は赤い風船が大きくなった絵をみておどろいた気

持を表わしている発話であり，例2は鶏の絵をみて，そ

の鶏になりきって鳴き声をたてたり，呼びかけたりして

いる発話である。このように現実の世界を脱して絵本と

いう別次元の世界の住人となったところで発せられた発

話を「没入型の発話」と呼ぶ。この型の発話は，幼児た

ちがその絵本画面にひきつけられている時にあらわれる

ものであり、感動が幼児たちを沈黙させるという場合を

除けば，この型の発話の存在は幼児たちが絵本世界に読

みひたっている模様を示唆するものと評価することがで

きる。

　連想型の発話

　　例3　rあのね，学校に行くところ」rきょうは日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）
　　　　曜日だから遊びに出たんだ」rお散歩に行くと

　　　　こ」「あ。きょうは月曜日だった」（皿画A）
　　　（b）

例4　「歯みがきしてる」「何色？」「ちえちゃんも

　　歯みがき」「まみちゃんも」「しんちゃんも」

　　＜申略＞「スーパーで買ったんだ」「青，青」

　　「ぼくもスーパーで買ったんよ」（I包A）
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　例3の下線部（a）と（b）とをくらべてみると，（a）は絵本の

中の主人公が家から出かけて行くその場に立ち合って，

その絵本の中の架空の日をrきょう」と表現したr没入

型の発話」であるが，（b）はこの絵本鑑賞の行われた現実

の日（1973年10月1日）が月曜日であったことに思いあ

たって「きょう」と表現したのである。例4では冒頭の

「歯みがきしてる」は「没入型の発話」であるが，「何

色？」以下すべてその絵本の画面から離れて、幼児たち

は各自の現実の歯みがきの行為や歯ブラシの色について

述べ合っている。次いで「スーパーで買ったんだ」にな

るとさらに歯ブラシを購入した折のことにも連想が展開

して行っている。このように，絵本画面の素材や印象が

きっかけではあっても，そこから離れて現実の生活経験

の回想を述べる発話を「連想型の発話」と呼ぶ。

　絵本には，その中で幼児たちが現実生活を再認し，現

実に関する一つの秩序を獲得するという効用もあり，そ

のような作用を特に期待して制作されたいわゆる再認絵

本などの鑑賞に際してはこの型の発話が多いものと考え

られる。又，いわゆる物語絵本の鑑賞においても幼い読

者がしばしば現実の回想に帰ることを喜ぶということは
　　　　　　　　　　　　　　　注（6）
経験的にも知られているところである。

　批評型の発話

　　例5　「あ。学校に出る」「おうちを出たところ」

　　　　「学校じゃない。カバンがないぞう」（皿・A）

　　例6　「風船じゃないよ。太陽だよ」「風船だよう」

　　　　「風船なんか空に飛ばない幻（皿佃）

　例5の下線部は，「学校じゃない」という発話の根拠

を画面から探し出して理由づけようとするものであっ

て，画面から一歩退いてそれに批評的に対蒔する姿勢が

みられる。例6の下線部も，幼児の思考はいったん画面

を離れ，風船の　般的性質に関する自己の知見を援用し

て主張の論拠を示そうとしている。このように，絵本の

世界に批評的に対時する立場からの発話を「批評型の発

話」と呼ぶ。この型の発話には現実世界と絵本世界との

対時的な把握が前提となるので，年齢的に高い集団に多

くみられるものと考えられる。

　「連想型の発話」と「批評型の発話」とは，ともに絵

本の画面から離れる性格を持つ点で共通し，「没入型の

発話」と対立する。そこで，この相違点をとりたてて考

える必要がある場合，「連想型の発話」と「批評型の発
　　　　　　　　　　　　　　　　　注（7）
話」とをあわせて「解放型の発話」と呼ぶ。

　進行型の発話

　　例7　「あのね身学校へ行くからね，着かえてから

　　　　ね，朝ごはん食べる。学校へ行くもん」「これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）‘
　　　　おまえと同じだがな」「もう一回言ったことは
　　　　　　　　　　　　　（b）



34 幼児の談話語にみられる発話の類型

　　　　いけないよ」「そんなこと言ったらつまらんじ
　　　　　　　　　（C）
　　　　や一ん」［じゃ　はくっていいですかコ「いいよ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（d）
　　　　（皿1A）［コ内は教師の発話。

　この例で下線部（a）（b）（c）の発話はそれらの前の「学校へ

行くからね，・一・朝ごはん食べる。」という発話が，先に

なされた他の幼児の発話の反復であることをとらえて，

そういう発話を制止しようとしたものである。つまり，

集団の絵本鑑賞進行上のルールについて述べたものであ

る。このようなものを「集団的進行型の発話」と呼ぶ。

この型の発話は杜会的な配慮がある程度成熟したところ

にみられるものと考えられる。集団内の他のメンバーの

発話を自己の絵本鑑賞にとり入れて生かして行こうとい

う姿勢が育っているために。それを妨害するような発話

を批難，制止するための発話とみられるのである。もっ

とも杜会的な配慮がさらに成熟して，集団での絵本鑑賞

のルールに違反する，脱線や反復の発話があらわれない

ほど洗練されて来れば，当然この発話も不要となる。

　下線部（d）は進行上の個人的な都合を述べる発話であ

る。このようなものを「個人的進行型の発話」と呼ぶ。

上記（d）は教師の問いかけに答える受身的なものである

が，他に幼児から教師に「早くめくって」と依頼する発

話や，逆に「まだめくらないで」と，めくることをおし

とどめる発話もみられる。これらは前者にくらべ，幼児

の方にイニシャチブのある積極的な発話であって，この

発話の多い集団では，絵本鑑賞が幼児主導型にすすめら

れているものと考えられる。

2・3　各類型の分布とその意義

　前節で考察した各類型のうち，幼児の絵本鑑賞の質と

深いかかわりを持っている発話は「反応型の発話」であ

ると考えられる◎そこでこの節では，「反応型の発話」

の中に含まれる「没入型」「連想型」「批評型」各々が各

第1図　　　　　I（年少児）A　　　　　聰（年中児）A

　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞
　　　　　歓

　　　　　　　　　　　　　　　　瀞

　　　　　皆

3．3％

　（4）

3．3石

（4）

I（年少児）B
91％
（19）

皿（年中児）B

資料にどのように分布するかを考察しながら，幼児の絵

本鑑賞指導上の間題点について考えてみたい。上記各資

料について各類型の分布をまとめると第1図の通りであ

る。

　この図を手がかりに次のようなことが考えられる。

　まずr没入型の発話」の分布をみると，絵本Aに対

する発話では，各年齢の間でその分布に差がないけれど

も。絵本Bに対する発話では。隼齢が低いほどこの類型

の占める割合が多くなっている、”2検定の結果では年

長児と年中児。年少児との間に1％，年中児と年少児と

の間に5％以下の危険率で有意差を認めることができ

る。又，年少児及び年中児については，絵本Aに対する

発話よりも，絵本Bに対する発話の方にこの類型の分布

が多いことも，1％以下の危険率で認めることができ

る。年長児については有意な差が認められない。先に考

察した「没入型の発話」の性質を考慮すると，絵本B

は，年齢の低い幼児に対して，より制約的に働きかけた

ものとみることができる。いわばこの年齢の幼児たち

は，絵本Bの画面にふりまわされ，一歩つき離してこれ

をみるというような余裕はなかったものと推測される。

この点から考えると，現実ぱなれのした空想的な素材を

扱っている絵本Bは，この年齢の幼児にとって十分よみ

こなすことができなかったのではないかと疑われる。こ

れに対して年長児では，絵本Bも絵本Aと同じように受

け入れることができたものと考えることができる。

　次に「解放型の発話」をみると，絵本Aの場合，年少

児には「連想型の発話」が多いのに対して，年中児・年

長児では反対に「批評型の発話一が多くなっていること

が注目される。年少児にはこの絵本は，生活経験の再認

とその語りあいをうながすように働きかけたものと考え

られる。年中児・年長児ではそのような，いわば脱線と

㎜（年長児）A

　2，4％
　（5）

25．3％

（53）

［］没入型

1嚢嚢嚢連鯉

　　　唖（年長児）。　匿藪杜評型

18％
（5）

35．8％一
（102）

（）内は文数
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もみなされるような発話はほとんどみられなくなって，

かわりに批評的な対し方が伸びて来るもののようであ
注（8）

る。絵本Bの場合，年少児・年中児では，先に述べたよ

うに「解放型の発話」自体が少ないけれども，年長児に

なると絵本Aと変らない程度にこの類型の発話があらわ

れ，しかもその大部分がr批評型の発話」である。年長

児はこの空想的な画面を現実の世界に対比してとらえな

おし，安定した位置づけを試みようとしたものと解釈す

ることができる。

　以上，各資料における発話の類型の分布を比較しなが

ら，各類型の意義を考察した。これによって同時に，

「絵本鑑賞」の評価ならびに指導上の着眼点の幾つかを

明らかにすることができたと考える。

3　おわりに

　以上，幼児の談話語にみられる発話の類型を，幼稚園

における「役割遊び」と「絵本鑑賞」の場で採取した資

料をもとに考察して来た。おわりに前二章で異なる資料

によって別個にたてて来た類型相互の関係について考察

する。

　1でみいだした三つの類型のうち「約束設定の発話」

は現実の立場に立って発せられるという特徴があった。

これと性質を同じくするものを2の諸類型に求めれば、

「解放型の発話」及び「進行型の発話」であろう。この

うち後者は集団で絵本をみるという，幼稚園の保育の場

における特殊な鑑賞形態によるものであって，絵本に対

する幼児の　般的な発話であるということはできない。

　1でみいだした残りの二類型，即ちr演技描写の発話」

及び「役割演技の発話」はともに観念的に構成された架

空の世界，いわば観念的場に立って発せられるという特

徴があった。これと性質を同じくするものを2の諸類型

に求めれば「没入型の発話」である。ところで1でいう

「役割演技の発話」は架空の世界に入った自分が，その

世界の人物になりきって，その人物の立場で発話するも

のであり，「演技描写の発話」は架空の人物の立場から

一度，いわば演出者の立場に身をひるがえしてこれをみ

る立場から発せられるものであった◎このような区別は

2の「没入型の発話」に認められないのであろうか。結論

から言えばそれはやはり認められると言うべきであろ

う。2の例2「こ，こけこっこう」「かっこう」「ああさ

が来たよう」は明らかに「役割演技の発話」と言ってい

い。又、2の例1は「演技描写」と呼ぶにはむりがある

が，絵本の世界に没入していてしかも絵本の主人公にな

りきっての発話ではない。絵本の世界に存在する素材

に。その世界で立ち合っている，いわば物語作者の立場

に立った発話である。この意味で1の「演技描写の発

話」と表現上の性質が共通しているとみることができ

る◎本稿のよった資料にはこの型の発話がまれであっ

て，2で一類型をたてるのには疑間があった。いま，1で

みいだした諸類型との関係を考慮して反省してみると，

この型の発話が少なかったのは，ここで用いたA，B二

冊の絵本の素材が影響しているのではないかと考えられ

る。他の絵本についてさらに調査を重ねれば，幼児の

「絵本鑑賞」一般の発話の類型としてこの型を特立する

必要が出てくるるように考えられる。

　　　　　　　　　　　　注

（1）大久保愛「幼児の文構造の発達一3歳～6歳児の
場合一」　（国立国語研究所1973年刊）にもこの旨の指

摘があり，その研究が，成人が誘導して幼児に話をさせ

た場で得られた資料によっているため，幼児同志の会話

にはみられない整った文形式を扱っていること，伝達機

能の面の調査としては幼児同志の会話についての観察が

必要であることを付言している　（同書p5，p249）◎なお

注（2）の研究もこの現象にふれている。

（2）伊藤香苗，杉山悦子，中村より子，真庭加伐子「幼

年期の談話語に関する研究」（島根大学教育学部卒業研
究1976年提出）

（3）大久保愛「幼児のことば」（国土社1969年刊）はリュ

ブリンスカヤが幼児のひとりcとに「遊びことば」と
「問いことば」の二種類を認めていることを紹介し，こ

の類型を我が国の幼児のひとりごとの観察に適用する
と，両型のひとりごとの間に構文や語彙の差が認められ

ることを例示している。（同書P114～118）

（4）この実験の経過と考察は1976年8月9日，日本読書
学会第20回研究大会（於東京都）で「物語絵本の受容に

関する一考察一文章表現の相違が幼児の反応に及ぼす

影響について一」という標題のもとに筆者が報告し
た。ここではその実験で得た資料の一部について別の観
点から考察を加える。

（5）このことについては注（4）に記した拙論で考察した。

（6）いわゆる「物語絵本」の鑑賞の際にみられる幼児の

「連想型の発話」の分布については注（4）に記した拙論で

考察した。

（7）没入型の発話と解放型の発話との間に構文上の傾向

に差が認められることについては，拙論「幼稚園児の絵

本に対する反応の言葉」（1974年5月25日表現学会口頭
発表於松山市）で論じた。

（8）同じ絵本について小学1・2年生に同じ実験を試み

たところ。小学1・2年生では「連想型の発話」は一例
もみることができなかった。（対象児＝松江市立城北小

学校児童。資料採取日＝1974年10月3，5，7，9日）

　　　　　　　　　　　　　　（1976年9月10日稿）

〔付記〕考察資料の採取にあたってご協力たまわった，

松江市立忌部幼稚園及び島根大学教育学部附属幼稚園ご

当局，ならびに関係諸先生にあつく御礼串しあげる。


